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弊金庫の事業支援体制
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支援項目 内 容 実 績

相談及び専門家派
遣

相談受付数 2,218件

専門家派遣数
（うち、課題解決プラットフォームTAMA）

531回
（378回）

セミナー

経営計画策定セミナー 4回75名

マーケティングセミナー 26回769名

事業承継セミナー 10回166人

無料相談会

法律相談会 87回

経営・税務相談会 96回

事業承継相談会 10回

事業計画書作成 事業計画書の策定 37件

創業支援

創業支援センターTAMA 創業塾・セミナー参加者 518名

創業補助金採択件数 145件

創業者数 469件

平成25年度支援実績
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企業からの相談 課題別分類
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専門家派遣 課題分類
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当金庫が活用する知財支援機関

TLO
大学知的財産本部

初期相談

知財関連の
助成金相談

無料知的財産
相談会

《研究者の成果》
特許化、技術移転

専門家派遣
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定例相談会（毎月第3火曜日）
主催：日本弁理士会関東支部 共催：多摩信用金庫
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セミナー＆個別相談会
日本弁理士会関東支部
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特許担当者向けセミナー
東京都知的財産総合センター ～中小企業振興公社～
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少人数による『知財塾』
東京都知的財産総合センター ～中小企業振興公社～
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地域の子供達へ～発明工作教室～
日本弁理士会関東支部 2012～
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大学の技術シーズを地域企業へ
（当金庫 産学連携協定校）
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技術移転促進の仕掛け
（国立大学法人電気通信大学TLO）
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多摩ブルー・グリーン賞

• 創立70周年記念で創設（平成15年12月第1回表彰式）
• 独自の技術、経営モデルの、維持・革新が中小企業の持
続的発展に不可欠

• 顕彰制度を通じてたさらなる技術開発、経営戦略の創造の
活力を生み出し、地域経済の活性化に繋げる

• 多摩地区を代表するカラー（多摩川の清流、澄みきった空
のブルーと、大多摩の山々や町中に散点する緑のグリー
ン）から

• 多摩ブルー賞＝優れた技術・製品（技術部門）
• 多摩グリーン賞＝新しいビジネスモデル（経営部門）
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• １～11回の実績

• 企業評価の向上と業績への貢献
• 従業員の士気高揚
• たゆまぬ技術、ノウハウ革新へ
• 重複受賞企業10社

• 強い経営体質への転換

計 ブルー グリーン

応募総数 1,544 948 596

最優秀賞 22 11 11

優 秀 賞 108 66 42

特 別 賞 19 10 9

奨 励 賞 101 47 54
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多摩ブルー・グリーン倶楽部

• 受賞企業の一層の発展と地域貢献を目的（平成18年に発足）
• 企業、行政、支援機関による構成
• 定期的な勉強会、会員間の相互連携
• 奨学金制度への参画と大学との連携、インターンシップの受け入れ、就
業支援、新卒雇用など

• 書籍「たまの力」受賞企業のＮｅｘｔ Stageを取材、刊行

• 知財を有する企業が成長し、地域を支えていく

企 業 行 政 支援機関 計

105 55 32 192
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「地域ブランド」への支援

• 東京・多摩のおみやげプロジェクト
– 800以上の商品掲載サイトの運営
– 「東京アベック」の取組（地域の異なる事業者がアベックとなり、新しい商品を開発する試み）

• 委員、オブザーバーなどを派遣、企画から実行までに関与・支援
– 立川市観光協会「とあるアニメの連絡会」「ブランド強化委員会」
– 多摩市企業等懇談会「おみやげプロジェクト」
– 日野市「うまいもんマップ会議」
– 日野市商工会「ＨＩＮＯ－１グランプリ」
– 武蔵野市観光機構「武蔵野ブランドおみやげ創出実行委員会」
– 八王子市青年会議所「Ｔ－１グランプリ」
– 国分寺市「国分寺ブランド連絡会」

• オリジナル商品化へ地域内連携支援、ＰＲ協力
– 日野市「日野のいちごかりんとう」
– 稲城市「稲城の梨かりんとう」
– 「国分寺ブランド認定商品」
– 西東京市「一店一品認定品」
– 瑞穂町「みずほブランド」
– 立川市「立川観光協会推奨認定品」

• その他地域イベントへの協賛支援など

「ブランド」としての確立・自立化が課題
17



信用金庫における知財とファイナンス

現状

• 信用金庫業界では、知的財産権を評価してのファイナンスの取組は必ずしも進んでいる
とはいえない。

• 信用金庫は、財務情報のみではなく、顧客との日常的な接触を通じて得られる非財務情
報を考慮した支援・融資を行っている。

• 非財務情報・・・技術、販路、経営資質などが含まれている。

• 知的財産権を担保とした融資ではないが、知的資産を含めた全体の事業評価を行い、
融資判断・顧客支援をしている。

課題
• 知財（知的資産を含む）の評価の改善の必要性

– 定量的な資産価値把握のための情報の充実
– 評価書の評価基準の統一など

• 担保となる知財（知的財産権）の処分の改善の必要性
– 知財の流通市場が未成熟
– 知財の換価性を高める体制整備の必要性
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